
「侯爵夫人」 になる方法

『骨董屋』 にみる看護 とヒロイ ン造型

西垣 佐理

1.は じめに

ヴィク トリア朝時代 におい て病 ・医療 ・看護 に関す る言説 は、サ ー ・エ ドウィン ・チ ャ

ドウィ ック(SirEdwinChadwick,1800-90)の 公衆衛生改革や フロー レンス ・ナイティ ン

ゲール(FlorenceNightingale,1820-1910)ら による看護師改革 によって社会の注 目を集め

るに至 った。 これ らのテーマ は文学 におい て も頻繁 に登場 し、物語展 開に大 きな影響 を与

える。チ ャールズ ・ディケ ンズ(CharlesDickens,1812-70)も 、 こ うした主題 をい ち早 く

作 品に取 り入れ、社会の実情 を小説世界 に反映 させ た作家の一人であ る。彼の前期作 品の

一 つ 『骨董屋』(TheOldCuriosityShop
,1840-41)に おい て も、病や看 護 の場 面が登 場

し、物語展 開におい て大 きな役割 を果 た している。

患者 に対 して看護 人1の 役 目を果 たす のは ヒロイ ンであ るこ とが多 いが、 「骨董屋』 に

は二 人の ヒロイ ンに よる二つ の プロ ッ トが存在 す るため、興味深 い対比 の構 図が見 られ

る。第1に 物語 本来 の ヒロインで ある リ トル ・ネル(LittleNell)と その祖父 トレン ト老

人(OldMr.Trent)が 中心 となる物語。第2に 放蕩紳士 ディ ック ・ス ウィヴェラー(Dick

Swiveller)と 「侯 爵夫 人」("TheMarchioness")と あだ名 され る名 もな き小 間使 いが 中

心 とな る物語 で ある。二 人の ヒロイ ンは、各 プロ ッ ト上 でそれ ぞれ看護行為 に従事 す る

が、看護 の場面以降 の物語展 開お よび結末 には大 きな違いが見 られ る。 ネルの献 身的 な看

護 は報 われるこ とが な く、貧 困 と逃亡の果 てに幼 くして過労で亡 くなる とい う悲劇的 な結

末 を迎 え る。他方、「侯爵夫 人」が行 う看護 は ヴィク トリア朝文 学 にお ける ヒロ インの看

護の典型 とな り、看護行為 によって彼女 自身のアイデ ンティティが確立す る と同時 に、患

者で あるディ ック との結婚 によって彼女 の地位が 向上す る とい う結末 になってい る。看護

行為 の見返 りとい う点で二人 のヒロイ ンの命運 は大 きく分かれ るので あ り、物語展 開にお

いて看護 の場面が重要 な転 機 となっているのだ。 また、 「骨董屋』 とい う作 品がナ イティ

ンゲール登 場の10年 以上前 に書 かれ た点 を鑑 み る と、看護行為 に よって端役 が新 た な ヒ

ロイ ンにな り得 る事例 をディケンズが既 に描 いていた ところに、 この作品の時代的 な先駆

性 を指摘す るこ とがで きよ う。 さ らに、 ディケ ンズ文学 にお けるヒロイン造型 につい ては

これ まで多 くの論考が ある ものの、看護行為 と物語展開お よびヒロイ ン造型 との関係 につ
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いての研究はほとんどない。そのため、作品の新たな 「読み」の提示を試みるとい う点で

一考の価値があると思われる。

そ こで本論では、物語の構成要素 となった看護行為の歴史的背景 を概観 し、続いて

『骨董屋』に登場する二人のヒロインによる看護の事例を取 り上げ、「看護人 一患者」の関

係を踏まえて、作中における看護行為 とヒロイン造型について考察 したい。

ll.ナ イティンゲ ール登場以前の看護事情 とヴィク トリア ン ・ヒロインの本質

まず、 『骨董屋』 におけ る看護行為 とヒロイ ンの関係 を考察す る前提 と して、19世 紀前

半 にお ける看護職 と看護行為 の意義お よびヴィク トリア朝の理想的 な女性像 について簡単

に見てお くことにす る。

19世 紀 半 ばか ら後半 にかけて、看護 師 とい う職業 は ナイテ ィンゲ ール らの尽力 に よっ

て、 と りわけ中産 階級 の女性た ちにとってガヴ ァネス と呼ばれる家庭教師(governess)と

並ぶ 「リスペ クタブル」("respectable")な 専 門職 となった。 しか し、ナイテ ィンゲール登

場以前 の時代で は、 プロフェ ッシ ョナルの看護職 は労働者階級の 中年女性た ちが主 に行 う

卑 しい仕事 である と見 なされていた。 とい うの も、看護 には 「患者の 身体 に触れ る」 とい

う行為 を伴 うの で、家族以外 の人 間、特 に女性がそれ を行 うの は倫理的 に厳 しい とい う側

面が あったか らで ある。看護行為が元 々母か ら娘へ と受 け継がれ る家事労働 だ とい う認識

が あったこ ともあ り、 ガヴ ァネス と同様 に母親がす る仕事 に似てい る とい う理 由で リスペ

ク タブル な仕事 と考 え られた。そ して女性 の人 口過剰 が問題 になった19世 紀 において 中

産階級の結婚で きない女性が外 に出て も社会的 に体面 を保つ こ とがで きる職業 として次第

に認め られていった。 もっと も、プロ としての地位は中々向上 しなか ったのであるが。2

ただ、 ヴィク トリア朝時代 に入 り中産階級が台頭 して くるにつれ、家父長制度形成お よ

びそ の維持 のために、女性 たちが理想的 な女性性 を獲得す るこ とが求 め られ た。 当時の 中

産階級の女性 たちが持つべ き資質 として、「美徳」("virtue")や 「義務 」("duty")そ して

「道徳 的感化力」("moralin且uence")が あげ られ る。 これ らの資質 を獲 得す るこ とが、彼

女 たちが 「リスペ ク タビリテ ィ」 を持 った中産 階級 の女性 と して認知 されるた めに必要

だった。 「リスペ クタ ビリテ ィ」 とは、サ リー ・ミッチ ェル(SallyMitchell)が 述 べ るよ

うに 「絶 対 的 な定 義 は な い」 もの の、「自立 とい う概 念 と密 接 に結 びつ い て い る」

(Mitchell262)。 それは経 済面 と精神面 の両面 におい て求 め られた もので、特 に経 済面で

は経済的 に自立 し、倹約 を旨 とす るこ と、精神面 では真面 目で慎 ま しやかで、正直で ある

こ とが好 ま しい とされた。そ して、 これ らはそれぞれ男女 の性 的役 割分業 とも結 びつ き、

男性が経済面 を、女性が精神面 を担 うように求め られ た。

ゆえに女性の精神面の リスペ クタビ リテ ィを強調す るこ とで、単 なる家事労働 だった看
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護行為 もそう した中産階級的価値観 を意識 した ものへ と変容 してい ったので ある。看護行

為 に よって、 女性 たち は本来 持 ってい る 「母性 」の み な らず 、美徳 ・義務 ・道徳 的感化

力 ・リスペ ク タビ リテ ィを伴 った女 性性 を発揮 で きる こと となった のであ る。 それゆ え

に、 ヒロイ ンに模範 的人物 たるこ とを求 めた文学 におい て、看護行為が とりわけ顕著 に見

られ る ようになったので ある。

さ らに、1830年 代 か ら40年 代 にかけてチ フスや コレラ とい った伝染病 がたびた び流行

した こ とも、看 護や公 衆衛生 に対 す る認 識 を変 える一助 となった。 こ ういった事情 によ

り、文学 におい て病 ・公衆衛生 ・医療 ・看護 とい うテーマ は、当時極 めて新 しくホ ッ トな

話題 だったので ある。

で は、 ディケ ンズ はそ う した時代的主題 を 『骨董屋』 において どの ように取 り扱い、 ネ

ル と 「侯 爵夫人」 とい う二 人の ヒロイ ンの人物 造型お よび物語 展開 との 関わ りにおい て、

どの よ うに描い てい るの だろ うか。

III.『骨董屋 』 にみ る二つの看護 とヒロイン造型

1.「 大人」 と 「子供」 の逆転:ネ ル の挑 戦

作 品本 来の ヒロイ ンであ る リ トル ・ネル は14歳 の思春期 の 「少女」 として登場 し、最

初 か ら最後 まで純粋 で無垢 な 「子 ども」 と して扱 われ る。 ネルの 人物 造型 の モデ ル と

なった実在 の人物が若 くして亡 くなってい ることか ら、 『骨董屋』 の ヒロイ ンもまた大人

に なれ ない呪 い を背 負 う こ とに なっ た。 ネ ルの モ デル は、作 者 デ ィケ ンズ の義 妹 メ ア

リー ・ホ ガース(MaryHogarth)で あ り、彼 女 は1837年5月 に17歳 の若 さで急死 した

ので ある。伝記作家 の ジ ョン ・フォース ター(JohnForster)に よる と、デ ィケ ンズ はメ

ア リーの思い 出につ いて次の ように語 った とい う。「愛 しいメア リーが昨 日亡 くな った と

き、私 は この悲 しい物語 を思 いつ いたのだ」(Forsterl22)と 。 メア リーの死 の シ ョック

のあ ま りデ ィケ ンズ は落涙せ ず にネル を描 くことはで きなか った とい う。 こう して リ ト

ル ・ネルは、大人 になれ ない永遠の子 どもとして造型 され た。

ネルが子 どもで あるな らば、大人 たちには彼 女 を保護 し、援 助 を与 える義務 があ ろう。

ところが、作 中 にお いてほ とん どの大人 たちは彼 女 を子 どもと して庇護 しようと しない。

ネルの家柄 を鑑みれ ば、祖父 である トレン ト老人が言 うよ うに、彼女 は将来貴婦人 になる

子 どもとして大切 に扱 われるはずで あった。 だが実際 には、周囲 の大人 は誰 も彼女 を助 け

よ うとせず、彼女 は厳 しい現実 を経験す るこ とになる。彼女 の悲劇 は、子 どもなの に子 ど

もとして正 当に扱 われない ところにその原 因が ある とい えよう。

周 囲の大人 はネルを子 ども=保 護対象 と見 なさず、 さ りとて一人前 の女性扱いす るで も

な く、そ の くせ ネルの 「美 しさ」 ゆえに、彼女 に女性性やセ クシュア リティを見 出す。 ト
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レン ト老人 の債権者で あ り、 ネルを執拗 に追 い回す ダニエ ル ・クウィルプ(DanielQuilp)

は、以下 のよ うに繰 り返 しネルの 「美 しさ」 を強調 してい る。

"Sh
ehasaprettyface,hasshenot?"
"Wh

y,certainly,"repliedDick,"Imustsayforherthatthere'snotanyvery

strongfamilylikenessbetweenherandyou."
"H

assheaprettyface?"repeatedhisfriend[Quilp]impatiently.
"Y

es,"saidDick,"shehasaprettyface,averyprettyface.Whatofthat?"(61)

さらにクウ ィル プが、「とて も瑞 々 し く、若 い盛 りの、慎 ま しやかでか わいい蕾 だね。

(中略)ま った く、 ぽっち ゃ りして、薔 薇の ような、心地 よい、か わいい ネル1」(80)と

トレン ト老人 に語 ってい る ように、 ネルは 「子 ども」 としてい わば半人前の扱い をされ な

が らもそ の美 しさが強調 され てお り、保護の必要 な子 どもで も一人前 の女性で もないの に

セクシュア リティを備 えた存在 とされ てい る。つ ま り、責任 も敬意 も伴 わない純粋 な欲望

の対象 と見 なされているのだ。それ ゆえ、 ネルの 「美 しさ」 は、彼女 の受難の原 因に しか

な りえないので ある。

ネルの ような純粋 さ と 「美 しさ」 を備 えたヒロイ ンには、往 々に してふ さわ しい未来の

夫候補が作 中に用意 され てい る もの だが、彼女 にはその よ うな相手 は現れ なか った。可能

性 として は、 トレン ト家 に仕 えてい た善良 な少年 キ ッ ト・ナブルズ(KitNubbles)が ネ

ルに最 もふ さわ しい求婚者 とな り得 たか もしれ ない。 だが、彼 は物 語の最後 でバ ーバ ラ

(Barbara)と 結婚 し、次の ように告 白する。彼 はネルの ことを 「まるで天使 の ような人」

(519)と 見てお り、愛す る対象 ではなかった とい うのである。

さらに、 「骨 董屋』 の第1章 、 ネルが寝床 に横 たわ る場面が象徴 的 に表す ように、彼女

は物語の最初か ら死 を運命づ け られ てお り、作品 を通 して非現実的 な人物 として描かれて

いる。例 えば、ネ ルは 「ある種 の寓意物語」 あ るい は 「(グロテス クな)群 れの中の唯一

純粋 で新 鮮で若 々 しい存在」(22)で ある と語 られ、加 えて彼女 は 「癒 しの天使」 で はな

く 「死神 に愛 された天使」 として描 かれる。 それに関 してはサ ン ドラ ・M・ ギルバ ー トと

スーザ ン ・グーバ ー(SandraM.GilbertandSusanGubar)が 「ディケンズの リ トル ・ネ

ルの ような死の天使 とい う19世 紀の崇拝 の対象 は、文字通 り 「死 を親 しみやす い もの に

す る」 という結果 にな り、死 にゆ く女性や子供 たちについて の習慣化 された図像学や形式

化 された聖人伝 を生み 出 した」(GilbertandGubar24-25)と 説 明す る とお りである。

この ように、夫折 したメア リーをモ デル とす る リ トル ・ネルは、子 どもとして正当 に扱

われない子 ど もで あ り、「美 しさ」 ゆえに欲望 の対 象 とされるが求婚の対象 とはな らない
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存在 であ り、非現実 的な天使 のよ うな人物、す なわち成人女性 になれ ない永遠の子 どもと

して造型 され ている。そ れゆえ、 ネルの看護行為が リスペ クタブルな一人前の女性 として

の成熟 につ なが るこ とはあ りえないが、看護 を意味す る"nursing"と い う言葉が元 々 「母

性」 を意味 していたこ とか らも明 らか なよ うに、看護行為 と女性 としての成熟 は不可分の

もの である。そ の意味 におい て、 ネルは最初か ら看護行為 による救済 の失敗 を宿命づ け ら

れた存在 なので ある。

で は、 そのように失敗すべ く定め られ たネルの看護 は、作 中で一体 どの ように描かれて

いるのだろ うか。破産 して精神錯 乱 に陥った祖 父 を リ トル ・ネルが看病す る くだ りで は、

以下 の ように彼女の孤独感が強調 され てい る。

Yetinallthehurryandcrowdingofsuchatime,thechild[Nell]wasmorealone

thanshehadeverbeenbefore;aloneinspirit,aloneinherdevotiontohimwho

waswastingawayuponhisburningbed,aloneinherunfeignedsorrow,andher

unpurchasedsympathy.Dayafterdayandnightafternight,foundherstillby

thepillowoftheunconscioussufferer,stillanticipatinghiseverywant,andstill

listeningtothoserepetitionsofhernameandthoseanxietiesandcaresforher,

whichwereeveruppermostamonghisfeverishwanderings.(90)

ここに描かれ る看護行為 は抽象的かつ精神的 な次元 に留 ま り、具体性や現実性 を欠い てい

る。 ネルによる看護 は現実的行為 とい うよ り、 む しろ精神的 な自己犠牲であ り献 身なので

ある。 トレン ト老人が語 り手 のハ ンフ リー老人 に説明す る ところによれば、 ネル こそが大

人で あ り トレン ト老人の ほ うが子 どもで ある とい う。

"Si
r,"rejoinedtheoldmanafteramoment'ssilence,"Ihavenotrighttofeel

hurtatwhatyousay.ItistruethatinmanyrespectsIamthechild,andshethe

grownperson‐thatyouhaveseenalready.Butwakingorsleeping,bynightorday,

insicknessorhealth,sheistheoneobjectofmycare,andifyouknewofhowmuch

care,youwouldlookonmewithdifferenteyes,youwouldindeed.C...]"(16)

大人 と子 どもの役割が逆転 した結果、 トレント老人はネルに対 していかなる責任 も持 とう

とせず、それゆえ仕方なくネルが 「大人」の役 目を果た して老人を精神的に回復させよう

と試みるのである。ネルの看護 とは彼女の自己犠牲を象徴的に表す行為であ り、それゆえ

作中でも具体的に描かれることがないのである。
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ネル と トレン ト老人 は破 産 した後、債権 人の クウィルプか ら逃れ るために旅 に出 るが、

その旅の始 ま りにお いて、 ネルは以下の よ うに自分が祖父の 「案 内人」かつ 「指導者」で

あるこ とが 自分 の義務 だ と意識 してい る。

"Whi
chway?"saidthechild.

Theoldmanlookedirresolutelyandhelplessly,firstather,thentotherightand

left,then,atheragain,andshookhishead.Itwasplainthatshewasthenceforth

hisguideandleader.Thechildfeltit,buthadnodoubtsormisgiving,and

puttingherhandinhis,ledhimgentlyaway.(102-3)

さ らに、 ネルは旅路で挫 けそ うになるたび、以下 のよ うに不屈の精神 を もって復活す るこ

とを余儀 な くされる。

Inonesoyoung,andsounusedtothescenesinwhichsheladlatelymoved,

thissinkingofthespiritwasnotsurprising.But,Natureoftenenshrinesgallant

andnobleheartsinweakbosoms‐oftenest,Godblessher,infemalebreasts‐

andwhenthechild,castinghertearfuleyesupontheoldman,rememberedhow

weakhewas,andhowdestituteandhelplesshewouldbeifshefailedhim,her

heartswelledwithinher,andanimatedherwithnewstrengthandfortitude.

(185)

彼女 は苦難の 中で もとりわけ経済的困窮 に耐 えねばな らなか った。 とい うの も、 トレン

ト老人が簡単 に賭博 の魅力 に屈 して しまうか らで ある。賭博で金 を失 う毎 に、彼 は孫娘 に

さ らなる金銭 を要求 し、最終 的にはネルが大事 に隠 し持 ってい たなけな しの金銭 まで ネル

の睡眠 中に奪い取 るのだ。 あげ くの果 てには賭博 師たちにのせ られ、世話 になってい た移

動蝋 人形館 「パ ンチ ・ア ン ド ・ジュデ ィー座」 の女 主人、 ジ ャー リー夫人(Mrs.Jarley)

か ら金 を盗 もうとさえす る。 ただ し、 ネルが偶然 その話 を聞いてい たため に、恩人で ある

ジャー リー夫人 の ところか ら出て行 くこ とで老人 を犯罪か ら引 き離す のに成功す る。 この

点で は、 ネルは道徳 的改革者 として一定 の役割 を果 た した とは言 えようが、老人の精神的

回復 とい う観点で は問題解決 に至 ってい ない。

そ の後 、旅路 の初 期 に出会 った貧乏教 師(ThePoorSchoolmaster)と 再会 し、彼の庇

護の元 におかれ たこ とで、 ネル と トレン ト老人 はようや く最悪の状態 を脱す るに至 る。そ

れによって トレン ト老人 の精神錯乱 は小康状態 を得 るこ とになるが、 ネルの方 はそれ まで
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の疲労が たた り、病 の床 につ く。老人 はネルが病 に冒されて初め て改俊の情 を垣 間見せ る

よ うになる もの の、結局 ネルを救 うこ とはで きず、彼女 は力尽 きて息 を引 き取 り、 トレン

ト老人 も後 を追 うように亡 くなる。結局、 トレン ト老人 は貧乏教師の援助 によって安住 を

得 るまで ネルの献 身 と看護 に応 えるこ とはな く、精神的 ・経済的 に依存す るばか りで、最

後 まで真 の改心 に至 るこ とはなか ったのであ る。

興味深 いのは、 トレン ト老人が 自分の経済的苦境 を救 うこ とので きる唯一の人物 ト

レン ト老 人の弟で、金持 ち となった 「独 身男」(TheSingleGentleman)の 存 在 に最

後 まで気づか なか った点 である。 この 「独 身男」が ネル と トレン ト老人の居場所 を見つ け

たの は、時遅 くネルが亡 くなった後であ った。結局、老人が求め てい たの は男性登場人物

に よる経済的援助で はな く、幼い娘 による精神的援助 とい う名の 自己犠牲 にす ぎなか った

ので あ り、それ ゆえ老人 に対す るネルの看護 も献 身 も、すべ ては無駄 に終 わるのであ る。

2.有 能 さと抜 け目なさ:「 侯爵夫人」 による看護

次 に、 もう一 人の ヒロイ ン、「侯爵 夫人 」 の人物造 型 と看 護場 面 につ いて検 討 してい

く。 「侯爵 夫人」 とはいかなる人物で あるのか、デ ィ ックが端 的 に説明 している箇所 を見

てみ よ う。

"Thi
sMarchioness,"saidMr.Swiveller,foldinghisarms,"isaveryextraordinary

person‐surroundedbymysteries,ignorantofthetasteofbeer,unacquainted

withherownname(whichislessremarkable),andtakingalimitedviewof

societythroughthekeyholesofdoors‐canthesethingsbeherdestiny,orhas

someunknownpersonstartedanoppositiontothedecreesoffate?Itisamost

inscrutableandunmitigatedstaggerer1"(434)

ここで 「侯爵夫人」 は世 間的 に無知であ るこ とが強調 されてお り、彼女 を取 り巻 く世界が

いか に狭 い もので あ るかが分 か る。「侯 爵夫 人」 は雇 い主 であ るブ ラース家 の女主 人サ

リー ・ブラース(SallyBrass)か らろ くに食物 も与 え られず、折橿 され殴 られ るな ど、極

めて厳 しい扱い を受 けてい る。デ ィ ックは こう した状況 を知 り、彼 女 に夕食 を食 べ させ、

トラ ンプの賭博 ゲ ーム を教 え、「侯爵夫人」 とい うあ だ名 を与 えるな ど、彼女 に友 好的 な

態度 を取 る。そ れによって二人 の間にあ る種 の友情関係が成立す るの だ。

ディ ックの病 と 「侯爵夫人」 による看護の場面 は、二人の こ うした友好関係 を強化す る

こ とにつ なが る。 ディ ックが熱病 にかか ったのは、彼が無実 の罪 を着せ られ たキ ッ ト ・ナ

ブルズ の件 で奔走 し、結 果 として雇 用主であ るサ ムソン ・ブラース(SampsonBrass)か
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ら法律事務所の仕事を解雇された直後である。ディケンズ作品において男性登場人物が病

にかかるのはアイデンティティ確立の失敗や経済的不調が原因であることが多いが、『骨

董屋』のディックの場合 もこの例に洩れない。3デ ィックが病に倒れたことを鍵穴か ら聞

きつけた 「侯爵夫人」は、ブラース家を飛び出 して彼の下宿 に 「妹」 と称 して入 り込み、

彼を看護することになる。看護者 としての彼女の有能さは、病室の説明において既に見て

取ることがで きる。

Thesameroomcertainly,andstillbycandle-light;butwithwhatunbounded

astonishmentdidheseeallthosebottles,andbasins,andarticlesoflinenairing

bythefire,andsuch-likefurnitureofasickchamber-allverycleanandneat,

butallquitedifferentfromanythinghehadleftthere,whenhewenttobed1The

atmosphere,too,filledwithacoolsmellofherbsandvinegar;thefloornewly

sprinkled;the‐thewhat?TheMarchioness?(476)

「侯爵夫 人」の整 えた病室 は、彼 女 自身が看護 師 と しての訓練 を受 けた こ とが全 くない に

もかか わ らず、 とて も清潔で きちん としてお り、 当時の理想的病室 を反映 してい る と考 え

られる。 と りわけ、"clean"と"neat"と い う言葉 は、当時の看護書 によ く見 られた記述

を活か している と思 われ る。4さ らに、彼女 の看護 の様子 は以下 の ように描 かれる。

Sheproppedhimupwithpillows,ifnotasskilfullyasifshehadbeena

professionalnurseallherlife,atleastastenderly;andlookedonwithunutterable

satisfactionwhilethepatient‐[...](478)

専 門職 と比 較 して同程 度 の技 術 が あ るわ けで はな いが、 それ で も彼 女 は患 者 を優 し く

扱 ってい る。 この引用 以降、「侯 爵夫人」が 「ナース」 とい う言 葉で も呼 ばれてい るこ と

も見 逃せ ない点 であ る。 マイケル ・ス レイ ター(MichaelSlater)が 「女 性 は子供 た ちに

とって生 まれ なが らの教 師であ る と同様 、生 まれ なが らの看護 人で ある と考 え られ、(中

略)デ ィケ ンズ は しば しば この信 条 を自分 の作 品、特 に 「侯 爵夫 人」 が デ ィック ・ス

ウ ィヴ ェラー を看護す る際 に表現 した。」(Slater313)と 述べ る とお り、女性登場 人物 は

元 々看 護人 と しての素養 を持 ち合 わせ てい るが、 とりわけ無知 な子 どもであ る 「侯 爵夫

人」がそ の能力 を見事 に発揮す るの だ。彼女 は看護人 として十分 な働 きがで きるよ う、抜

け 目な く 「ディ ックの妹」 という立場 を取 るので ある。それ によって、彼女 は看護行為の

際 に男性 の身体 に触 れる正 当 な権利 を得 るに至 った。彼女 は、「あ なた[デ ィック]の た
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めに注 文 した ものを手 に入れ るため」(483)、 デ ィックか ら衣服 を脱 がせ、 それ を売 るこ

とさえ してい るの だ。 さらに、「侯爵夫人」 は、小 さなテーブル をデ ィ ックのベ ッ ドサ イ

ドに持 ち込 んで そこに陣取 り、医者 の処方通 りに熱冷 ま しの水 薬 を混ぜ るの だが、それ は

「20人 の薬剤 師の ような手 際 よ くやってのけてい る」のである(479-80)。

こ うした一連 の行為 によ り、 ディ ックは 「侯爵夫人」 を有能 な看護人であ る と認め るこ

とになる。

[...]andallthisinasbriskandbusiness-likeamanner,asifhewereavery

littleboy,andshe[TheMarchioness]hisgrown-upnurse.Tothesevarious

attentions,Mr.Swivellersubmittedinakindofgratefulastonishmentbeyondthe

reachoflanguage.(490)

「侯爵夫 人」 は一人前 の看護 人であ るかの ようだ と述べ られ、彼 女の有能 さ を目の当た り

に して、デ ィックは言葉 にな らない感謝 に満 ちた驚 きの念 を持 つので ある。 それ に加 え、

「侯爵夫人」 は物語全体 を通 して"sharp(-witted),"``quick,""shrewdly,""cunning"と

いった ように、「頭の 回転 の速 さお よび抜 け 目な さ」 を備 えた人物 と して描 かれ、彼 女の

看護行 為 もその性質 に よって特徴 付 け られ てい る。一般 に看護 に求 め られ る 「母性 」や

「女性性」、 そ して 「美徳」の発露 といった ものは見 られ ないが、看護能力の高 さが強調 さ

れているのだ。

また、 「侯爵 夫人」 は実 際の看 護行為 のみな らず 「目撃者」 と して も活躍 し、デ ィ ック

の苦境 を救 う存在 として提示 され る。彼女 は看護 に駆 けつ ける前 に鍵穴 を通 して 自分の主

人で あるブラース兄妹が キ ッ トを無実の罪 に陥れ た事実 を知 り、 その こ とを看護の最 中に

デ ィックに知 らせ る。そ して、 キ ッ トを救 うため に彼女が使い とな り、 ブラース兄妹の捜

索か ら逃 れるために抜 け 目な く行動 しなが ら問題解決への道 を開 くのであ る。

「侯爵夫 人」の看護 に よって回復 したデ ィックは、 それまでの放蕩 な生 き方 を悔 い改め

るこ とを決意す る。 自分 の命 を救 って くれた 「侯爵夫人」 に感謝 し、彼女 を虐待 され てい

た生活か ら救い 出 し、以下の ように、本物の 「侯爵夫人」 にはなれな くとも、少 な くとも

「いい服 を着せ て教育 を受 けさせ たい」 と考 えるようになる。

"lf
youcouldmaketheMarchionessyonder,aMarchionessinreal,sober

earnest,"returnedDick,"1'dthankyoutogetitdoneoff-hand.Butasyoucan't,

asthequestionisnotwhatyouwilldoforme,butwhatyouwilldofor

somebodyelsewhohasabetterclaimuponyou,pray,sir,letmeknowwhatyou
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intenddoing."(490)

こ うしたディ ックの淡い希望 は、彼 の伯母が亡 くな り遺産が手 に入 るこ とによって幸運 に

も叶 うこととなる。彼 の支援 による教育 の結 果、「侯爵夫人」 は賢 く美 しく明るい娘 とな

り、 最後 に二 人 は結 婚す る。 この よ うに、 病 と看護 を契機 と して、 デ ィ ック の人生 も

「侯爵夫人」の人生 も大 きく変化 したの である。

IV.二 人の ヒロインによ る看 護 と物語展開への影響

これまで、我 々はネル と 「侯爵夫人」 の人物造型お よびそれぞれの看護場面 を見て きた

が、改め てこれ らの登場人物 たちの行動 の意義 を分析 してい くこ とに しよう。二人の ヒロ

イ ンを比較す る と、 リ トル ・ネル と 「侯爵夫人」 にはい くつかの共通点が見 られ る。二人

とも孤児 であ り、 ほぼ同年齢 で、患者の看病 をす るこ とで 自分の義務 を果 た してい る点で

ある。 ヒラリー ・M・ シ ョー(HilaryM.Schor)が 指摘 す るように、「侯爵夫 人」 はネル

を コミカル に、そ してロマ ンテ ィ ックに したキ ャラクターであ り、二人 に共 通の特徴 は、

その(身 体 の)小 ささ、機敏 さ、そ して忍耐強 さにある(Schor37)。

しか し、 リ トル ・ネルの看護 の結果 は 「侯爵夫人」の場合 とは異 なってい る。 ネルの看

護 は、「侯 爵夫人」の ように家庭 の看護人 として有能 さを発揮 してい る とい うよ り、単 に

無垢 な性格 と天使 の ような善 良 さを示 している に過 ぎない。 キ ャサ リン ・ウォー ターズ

(CatherineWaters)が 「リ トル ・ネル と彼 女が表象す る家庭 的美徳 を神格化す る ことに

ディケ ンズが明 らか に専念 してい るに も関わ らず、彼の コ ミカルな想像力 は、彼が別のや

り方 で伝 える、理想像 の感傷性 と真面 目さを転 覆 させ ている」(Waters127)と 主張す る

とお り、一見 コ ミカルに描写 され た 「侯爵夫人」 のほ うが、理想化 し美化 して描かれ たネ

ルの体現す る感傷性や真面 目さを圧倒 してい るの である。 また、賭博 との関 わ りとい う点

で比較 す ると、 ネルは祖 父のギ ャ ンブル癖 を止め させ ようと してい たが、 「侯爵夫 人」 は

デ ィックの看 病 中に教 えて もらった賭博 ゲ ーム に夢 中 になって遊 び続 け る。 ここに もま

た、大人 の世界 を知 らない 「無垢 な子供」で あるネル と、世 間知への適応性=「 抜 け 目な

さ」 を備 えた 「侯爵夫人」 という人物造型の好対照 を見 て取 るこ とがで きよう。5

ネル と 「侯爵夫人」 に対す る物語上の扱い の違 いは、彼女 たちを描 く時 に用い られ る呼

称の違い に も表 れている。 ネルは物語全編 を通 してず っ と 「子 ども」 と呼 ばれてい る事か

ら明 らかな ように、大 人にな る可能性が ほぼ ない こ とが示 唆 されて いる。一 方、「侯 爵夫

人」 の方 は 「小 さな召使 い」、「少 女」、「デ ィックの看 護 人」 といった よ うに呼称 が変化

し、 最 後 に はデ ィ ックが か つ て想 い を寄 せ て い た女性 、 ソフ ィ ・ワ ックル ズ(Sophy

Wackles)に ちなんだ 「ソフロウニ ア ・ス フィンクス」(SophroniaSphynx)と い う名前 を
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与 え られ、 この名で公的生活 を送 るこ とになる。 ディ ックは彼女 に名 を与 え、教育 を受 け

させ 、最 終 的に結婚す るこ とに なるが、結 婚 して妻 とな った後 も彼 女 の ことを 「侯 爵夫

人」 と呼び続 けている。つ ま り、「侯爵夫 人」 とい う彼女 のあだ名 には、一人前 の大人の

女性 に成長す る可能性が示 されてい た と言 えるで あろ う。

二人の ヒロイ ンによる看護 の結果が異 なるのは、彼女 たちの人物造型の違い だけによる

ものではない。看護行為 が ヒロイ ン自身や物 語展開 に もた らす結果 につ いて考 える場合、

重要 なのは患者が誰 か とい う点で ある。 「侯爵 夫人」 の患者 であ るデ ィ ック ・ス ウィヴェ

ラーは偶然 に も彼の叔母 の遺産 を受 け継 ぐこ とが で きたが、 ネルの患者であ る トレン ト老

人 には、 ネルの存命 中にその ような幸運が訪 れるこ とはなか った。 さ らに、 ディ ックは若

い紳士、か たや トレン ト氏 は引退 してい て もおか しくない年齢で、 もはや経済人 として自

立す る力 は持 ってい ない。 こ うした患者 の違いが、看護人で ある少女 たちの運命 を異 なる

もの に した とい える。

看護が患者 に及 ぼす効果 という点で見 るな ら、 ネルはクウィルプによって 「女性性」=

性 的魅 力 を認 め られはす る もの の、大 人の女性 で はな く 「子 ども」 に過 ぎない。 その た

め、祖父 をいか に献 身的 に看護 しよう と、母性 を備 えた女性 としての感化力 を発揮す るこ

とはで きず、彼 を精神錯 乱か ら回復 させ るこ とはで きなか った。対 照 的に、「侯爵夫 人」

は最初 の登場 時か ら性 的魅 力や女性性 とい った もの を全 く示 さなか ったに もかかわ らず、

その 賢さ と有能 さ、お よび抜 け 目なさによって看護人 として成功 している。労働者階級の

孤児 だった 「侯爵夫人」 は、教育 を受 け、 ディ ックの妻 となったこ とで 中産階級 に属す る

よ うにな り、 ネルに代 わって物語の理想的で幸福 なヒロイ ンとなったのであ る。

この ように、 『骨董屋』 におけ る二人 の ヒロイ ンの運命 は、看 護 をめ ぐって くっき りと

明暗 が分 かれ るこ とにな る。ネル は献 身的な看 護が報 われぬ まま不幸 な死 を迎 え、「侯 爵

夫人」 は看護の報い として幸福 な結婚 をす る。看護 に従事 した二人の運命 を分かつ要 因は

何 だったのだろうか。既 に述べ た とお り、家族 に対す る看護 は女性の 「義務」で あ り、極

めて当然 のこ とと考 え られていた。 したが って、患者が家族であ る限 り、看護 は物語展 開

の上 で劇 的な要素 を持 ち得 ないので ある。 ネルの多大 な献 身に もかか わ らず彼女の看護が

報 われるこ とな く終 わるのは、患者であ る トレン ト老人が ネルの 身内であ るが ゆえに、彼

女 の看 護行 為 を当然 の こ とと受 け止 め てい る か らだ。 彼 は ネルの献 身 にす っか り慣 れ

きって しまい、 自分 のせ いで疲労困懲す る彼女 を気遣 うそぶ りさえ見せず、看護の価値 に

気づ くことは決 してない。確 か に彼 はネルな しで は生 きていけない と周 囲に公 言す るが、

それ は単 に彼女 の善良 さにつ け込み、精神的 に も経済的 に も寄生 し依存 してい るにす ぎな

い。彼女 に頼 るこ としか で きない トレン ト老人が、 ネルの後 を追 うように亡 くなるの は必

然で ある とい えよ う。
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それに対 して、「侯爵夫人」の看護の対象はディックという友人であって身内ではない

とい う点がネルの事例 とは大 きく異なる。他人に対する看護行為は、職業上の理由がない

限り、恋愛感情や友愛の情、あるいは主従の絆 といった特別な動機付けを伴う傾向にある

ため、物語に劇的展開をもたらす要因とな りやすい。「侯爵夫人」とディックは、他人を

看護 し他人に看護されることを通 じて互いの関係を特別なものに変えたのであり、それが

結果的には二人の運命の良 き転機 となったのである。

二人の ヒロインは、自分の過去の生活か ら逃れ得たか否か という点においても、運命を

分けるに至った大 きな違いを見せている。ネルとトレント老人の物語は古い ものに囲まれ

た骨董屋 に始まり、旅路の終わ りもまた古いものに囲まれた古びた教会だったことか ら、

彼 らは逃亡の旅の終わ りまで 「古い」環境 を完全に脱することがで きなかった。そ して、

疲労の果てにネルは自分自身が患者 となり、安住の地であっても回復することはなかった

のである。一方、ディックと 「侯爵夫人」の場合は、病 と看護の場面を契機 として彼 らの

環境は大 きく変化する。ディックは病室で 「侯爵夫人」 と再会 したときか らそれまでの享

楽的な性格 を改め、堅実に彼女を助けようと心を入れ替え、「侯爵夫人」の方 もディック

の看護のためにブラース家の惨めで汚い地下貯蔵庫か ら逃げ出すのである。

V.ま とめ

この ように、 『骨董屋』 におけ る看護 は、 ヒロ インの人物造型 お よびその運命 と大 き く

関わってお り、 それ は後 のディケ ンズ作 品におい て も同様で ある。 た とえば、 リ トル ・ネ

ルに見 られ る大 人 と子供 の逆転 と、 「侯 爵夫 人」 に見 られ る高 い看 護 能力 は、 どち ら も

『リ トル ・ドリッ ト』(LittleL)omit,1855-57)の ヒロイ ンであるエ イ ミー ・ドリッ ト(Amy

Dorrit)の 人物 造型 に受 け継が れている。デ ィケ ンズ作品 にお ける看護 は、登場 人物造型

と物語展 開の両方 に関わる きわめて重要 な要素 なのであ る。

ディケ ンズ は、文学 にお ける看護 のテーマが大 きな可能性 を秘 めてい たこ とを早 くか ら

見抜 いていた と考 え られ る。事実、 イギ リス社会 におい て長 らく卑 しむべ き職 と見 なされ

ていた看護 師は、1850年 代 の フロー レンス ・ナ イテ ィンゲールの活躍 に よって時代 の最

先端 を行 く女性 の職業 に変容 したが、そ の10年 以上前 にディケ ンズ は、「侯爵夫人」の よ

うな無学 無名の周縁 的人物 が看護 によって ヒロイン となる可 能性 をい ち早 く示 してい た。

彼 は 「白衣 の天使」 に先立 って、美貌や家柄 に恵 まれ ない無学 な少女で も、看護 にお ける

有能 さを発揮す るこ とで幸福 を手 にす るヒロイ ンとなれ るこ と、す なわち 「侯爵夫人」 に

なれ るサ クセス ・ス トー リーを描い てみせ たので ある。
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注

1.本 論 に お け る 「看 護 師(人)」("nurse")の 定 義 及 び 呼 称 を 簡 単 に 押 さ え て お く。

OEDに よ る と、"nurse"と は 、 「(1)赤 ん 坊 に 乳 を や る 女 性(乳 母)、(2)他 人 の 世

話 を 行 う人 、(3)病 人 の 看 護 を行 う 人(一 般 に 女 性)=看 護 師 」 と あ っ て 、 看 護 を す

る 主 体 は 大 抵 女 性 で あ る 。 一 般 に 、(1)を"wet-nurse"、(2)・(3)を"dry-nurse"

と呼 ぶ 。 本 論 で は 、 基 本 的 に(2)・(3)を 主 に 扱 い 、 職 業 看 護 師 を 「看 護 師 」、 及 び

女 性 の 義 務 と し て 看 護 を 行 う 人 を 「看 護 人 」 と 区 別 して 表 記 す る 。

2.ロ バ ー ト ・B・ シ ュ ー メ ー カ ー(RobertB.Shoemaker)に よ る と 、 「妻 や 母 親 た ち の

よ う に 、 女 性 た ち は 自 分 の 家 族 に 対 し て 医 療 行 為 を 提 供 す る よ う期 待 さ れ た 。 娘 た ち

は 母 親 か ら 「医 術 」 な る も の を 教 わ り、 女 性 た ち は 家 庭 の 主 婦 の 手 引 き書 を 元 に そ の

技 術 を 高 め て い っ た 。」(Shoemakerl80)と あ る 。 詳 し い 解 説 は 拙 論 「『荒 涼 館 』 に

み る 看 護 ・ジ ェ ン ダ ー ・階 級 」pp.36-39を 参 照 の こ と。

3.デ ィ ケ ン ズ の 男 性 患 者 と経 済 と の 関 わ り に つ い て は 、 拙 稿 「逆 転 の 構 図 一Great

Expectationsに お け る 病 と 癒 し一 」 や 、 「男 が 癒 し手 に な る と き:『 マ ー テ ィ ン ・チ ャ

ズ ル ウ ィ ッ ト』 に み る 看 護 の 諸 相 」 に 詳 しい 。 ま た 、 病 と ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 関 係 に

つ い て は 、MiriamBailinが 次 の よ う に 説 明 し て い る 。

InDickens'sfiction,tobefeverishistobeoverwhelmedbyasickening

convergenceofidentities,places,andstagesoflife,andtobetorturedbythe

concomitantandcompulsiveneedtokeepseparate,todetach,ortoreconcilethe

pressofimagesthatbecomeconfoundedeachwiththeother.(Bailin81)

4.ナ イ テ ィ ンゲ ー ル は 『看 護 覚 書 』(NotesonNursing:WhatItIs,andWhatItIsNot,

1860)で 、 特 に 家 の 健 全 さ の た め に 必 要 な5つ の ポ イ ン ト と し て 「1.清 浄 な 空 気 。2.

正 常 な 水 。3.効 果 的 な 排 水 。4.清 潔 さ 。5.光 。」(Nightingale24)と あ げ て い る 。

た だ し、 こ れ ら は 『骨 董 屋 』 出 版 時 よ り以 前 に チ ャ ドウ ィ ッ ク が 提 唱 し た 換 気 や 清 掃

の 提 唱 と ほ ぼ 同 じ で あ る こ と か ら、 『骨 董 屋 』 中 で も こ れ に 倣 っ て 看 護 の 実 践 が 行 わ

れ て い た の は 明 白 で あ る 。

5.ヒ ロ イ ン 造 型 と ギ ャ ン ブ ル と の 関 連 は 、 キ ャ サ リ ン ・ ウ ォ ー タ ー ズ の"Gender,

Family,andDomesticIdeology"p.127に 詳 しい 。
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